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１．山形県地域公共交通計画における位置づけ
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１．山形県地域公共交通計画における位置づけ

（１）データの集約・共有

【大目標】 「移動」全体の利便性向上

目標(1)-1 利用者への幅広く・わかりやすく・一元的
な情報提供

目標１ 県民・来訪者の 「移動」 の促進

目標(1)-2 サービス改善のための幅広いデータの収
集・共有

山形県地域公共交通計画の着実な運用

①山形県公共交通関連情報共有基盤（やまがた公共
交通オープンデータプラットフォーム）※の構築

※公共交通の関連情報の提供を関係者に義務付け、
一括して掲載し、誰もが自由にアクセスできるHP

＜基本方針実現のための施策・事業（代表例）＞

県内全ての交通機関のGoogle等での検索可能化

国・県・市町村が連携した交通事業者や沿線施設情
報等のデータベース化

（２）移動のシームレス化

目標(2)-1 複数のサービスの乗り継ぐ際の利便性向上

②交通系ICカードの導入

市町村営交通における交通系ICカード導入促進

（３）移動の軸となる公共交通事業（鉄道・バス・タク
シー）の維持・強化

目標(3)-1 広域移動を支える鉄道・幹線バスのサービ
ス維持・強化

目標(3)-2 地域内移動を支えるバス・タクシーのサービ
ス維持・強化

④県内公共交通網の抜本的見直し

広域見直しに沿った地域内公共交通網の見直し

鉄道とバス等の二次交通の乗継ダイヤの円滑化

タクシーの活用促進（市町村総合交付金見直し）

県内民間路線バスへの交通系ICカードの一斉導入

広域バス路線の見直し・国庫補助対象路線の拡大

③乗継拠点の整備・バリアフリー化の促進

目標(1)-2 移動サービスを利用する際の手間やバリア
の軽減
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２．やまがた公共交通オープンデータプラットフォームについて
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可視化・分析ツール
＝地域交通の検討、
見直しに活用

経路検索・
ルート

案内アプリ
（Google,
国内CP）

チケット発券
システム
（事前決済

等）

交通事業者の
運行管理
ツール

デマンド交
通・タクシー
等の予約配車
システム

デジタルマップ

統計データ（人口、移動実態）、ビッグデータ

路線・運行情報（GTFS-JP）

動的な運行情報（バスロケ、運
休・減便・混雑情報/GTFS-RT）

利用データ（路線別利用者数等、ICカード・整理券データ等）

交通以外のサービスの情報（商業・医療・観光・公共等）

データ変換
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• 県内の公共交通に関わる統計データや交通サービス情報（静的データ／GTFS-
JP）を整理・作成し、県サーバー（HP）上にデータ蓄積していく。

２．やまがた公共交通オープンデータプラットフォームについて

（１）オープンデータプラットフォームの全体像と関連アプリ等

今回構築する範囲

山形県公共交通関連情報共有基盤（やまがた公共交通オープンデータプラットフォーム）＝データを蓄積
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• 県HP内の下記場所にプラットフォームを設置。
ホーム > くらし・環境 > 社会基盤 > 交通政策 > 山形県公共交通関連情報共有基盤

２．やまがた公共交通オープンデータプラットフォームについて

（２）プラットフォームの設置場所

市町村・
事業者名

収録路線 ファイル名
改正日

（データ開始日）
ファイル更新日 改正内容

米沢市 市民バス yonezawa_GTFS.zip 2021年4月1日 2021年3月17日
2021年4月1日ダイヤ改正
・万世線
・市街地循環路線
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２．やまがた公共交通オープンデータプラットフォームについて

（３）蓄積する主なデータ

データ名称 データの対象 オープン化のレベル

当
面

GTFS-JP
県内路線を有する乗合バス及び市町村が
運行するコミュニティバス・デマンド交通（停

留所・ダイヤが定まっているもの）及び山形鉄道
完全オープン

GTFS-JPにそぐわない交通モード
の運行情報

JR東日本、JAL、ANA、FDA 完全オープン

公共交通の事業概要・輸送実績
山形県内の乗合バス、乗用タクシー、貸切
バス、特定バス、自家用有償旅客運送

クローズ二次利用（間接）

施設送迎サービス等の実施状況
県内の教育施設（高校・大学）、医療施
設（68病院）、福祉施設（297施設）、
観光施設、宿泊施設、複合商業施設

完全オープン

施設の一覧・概要 完全オープン

施設の利用実態 クローズ二次利用（直接）

山形県地域公共交通計画策定
に当たって作成した資料・データ

計画策定に当たって収集・参照したデータ
全て

完全オープン
※一部、オープン二次利用

ETC2.0 県内及び県際移動データ オープン二次利用

将
来

GTFS-RT（リアルタイム）
県内路線を有する乗合バス及び市町村が
運行するコミュニティバス・デマンド交通（停
留所・ダイヤが定まっているもの）

オープン二次利用

ICカードの利用実績 ICカード導入路線 クローズ二次利用（直接）
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２．やまがた公共交通オープンデータプラットフォームについて

（３）オープン化のレベル

オープン化のレベル レベル毎の措置の原則

完全オープン 県PF（プラットフォーム）にデータをアップロードし、公開する。

オープン二次利用
データ自体はデータ保有元で保管。県PFでデータ項目、利用申請書
を公開。データ保有者は、申請があれば原則として利用者を問わず
データを提供することとする。

クローズ二次利用（間接）

データ自体は県（事務局）で保管。県PFでデータ項目、データ利用
可能な対象者の定義、データ利用の基準、利用申請書を公開。県
（事務局）は、申請があれば、利用申請が県PFの対象者の定義や
利用の基準に合致しているか判断し、データを提供する。

クローズ二次利用（直接）

データ自体はデータ保有元で保管。県PFでデータ項目、データ利用可
能な対象者の定義、データ利用の基準、利用申請書を公開。データ
保有者は、申請があれば、利用申請が県PFの対象者の定義や利用
の基準に合致しているか判断し、データを提供する。
なお、申請を却下された利用者は、県事務局に異議を申し立てること
ができ、県事務局が異議を受けて審査し、利用申請が県PFの対象者
の定義や利用の基準に合致していると判断した場合は、データ保有者
はデータを提供しなければならない。



３．GTFS-JPデータの作成・更新と
経路検索・ルート案内への掲載について
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３．GTFS-JPの作成・更新と経路検索等への掲載について

（１）全体の流れと役割分担

①市町村・交通事業者は、GTFS-JPデータを作成・チェックし、「チェックリ
スト」に確認・記入する。

②市町村・交通事業者から県へ、GTFS-JPデータ（Zipファイル）とチェックリ
ストを提出する。 ※見直し等の１カ月前まで

③（ダイヤ改正や路線見直し等に伴って申請・届出がある場合）市町村・交通事
業者から山形運輸支局へ、チェックリストを提出する。 ※申請・届出時に

④県は、提出されたGTFS-JPデータを「山形県地域公共交通情報共有基盤（や
まがた公共交通オープンデータプラットフォーム）」において、オープンデー
タとして公開する。

⑤県は、「山形県地域公共交通情報共有基盤（やまがた公共交通オープンデータ
プラットフォーム）」を通じて、コンテンツプロバイダへのデータ提供を行う。
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３．GTFS-JPの作成・更新と経路検索等への掲載について

（１）全体の流れと役割分担
市町村・交通事業者 山形県

GTFS-JPデータの
作成・更新

データのチェック
GTFS Validator

GTFS Test Viewer

チェックリストで確認支局で
データ
更新状況
を確認

作成・更新の支援
講習会、マニュアル整備、
問い合わせ対応 など

県・総合支庁でチェックの代行

Googleアカウント発行
県が各市町村・交通事業者用の
Googleアカウントを一括発行

オープンデータ化
プラットフォーム（県HP）上で

オープンデータとして公開県へ提出
・GTFS-JP（Zip）
・チェックリスト

支局へ提出
・チェックリスト
※ダイヤ改正など支局へ
の申請・届出がある場合

コンテンツプロバイダ
へのデータ提供

国内コンテンツプロバイダ

Google乗換案内への登録

ア
カ
ウ
ン
ト
の
紐
づ
けデータ修正・再チェック

Googleの運行情報
（アラート）等を活用

データ修正が
必要な場合

市町村が
Validator等を
使えない場合

県へ報告

①

②③
④

⑤

Validation Report（Google）等

など
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３．GTFS-JPの作成・更新と経路検索等への掲載について

（２）GTFS-JPデータを更新する２つのタイミング

年に１回
・運行日・祝日の再設定

運行見直しのタイミング
・ダイヤ改正
・運行経路・バス停の変更
・路線の廃止・新設 など

下記の変更を行う
■更新履歴：改正日、変更内容
■運行日：年末年始など変更ある場合
■祝日：祝日データを追加

見直し内容によって、必要な変更を行う
■時刻の変更
■系統の新設・変更
■停留所の名称変更、新設・廃止
■路線の新設・路線の廃止 など

市町村・交通事業者がGTFS-JPデータを更新

GTFS-JP作成し、Zipファイル化（ファイル名の統一）

データのチェック（GTFS Validator、GTFS Test Viewer など）

チェックリストで確認

県へ提出（GTFS-jpのZipファイル、チェックリスト） 支局へ提出
（チェックリスト）

チェック体制を構築

見直し等の
１カ月前まで

県がオープンデータプラットフォーム（県HP)で公表、CPへ提供



データ変更の内容
・年１回の運行日・祝日の再設定
・運行見直しに伴う変更
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３．GTFS-JPの作成・更新と経路検索等への掲載について

（３）チェックリスト

データ変更の手順
ごとのチェック項目
・基本情報・祝日等の変更
・運行見直しに合わせた変更
・運賃の見直し
・（系統別時刻シート作成）

データ公表前の
準備のチェック項目
・Zipファイル化とファイル名統一
（例：yonezawa_GTFS.zip）

・データチェックの有無

作成したデータの
県・支局への提出



４．オープンデータの活用について
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４．オープンデータの活用について

• GTFS-JPデータを活用することで、安価にデジタルサイネージを整備できる。
• 動的なGTFSリアルタイムをサイネージで表示することも可能。

（１）デジタルサイネージへの活用

資料：東京大学生産技術研究所 伊藤先生
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４．オープンデータの活用について

• バスロケ導入にあたって、運行情報（路線・ダイヤ・バス停等）の入力が必要と
なるが、その基礎データとして活用することで、手間・費用を抑える。

（２）バスロケーションシステム導入のための基礎データとして活用

資料：東京大学生産技術研究所 伊藤先生
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４．オープンデータの活用について

• 鉄道・バス・タクシー・シェアリングサービス等や目的側のサービスと連携した
MaaSの構築にあたり、オープンデータが基盤となる。

（３）MaaSの基盤データとして活用

資料：東京大学生産技術研究所 伊藤先生
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４．オープンデータの活用について

• オープンデータである価値として、市民・大学・企業等が自由に活用できること
で、様々な便利なアプリ開発等につながる。

（４）市民・大学・企業等のアプリ開発等

資料：東京大学生産技術研究所 伊藤先生



５．データの可視化について
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５．データの可視化について

無償GISソフト 「QGIS」 × プラグイン

無償で使えるオープンソースの
デスクトップ GIS ソフト

市町村・交通事業者が
作成したGTFSデータ

• プラットフォーム上のオープンデータをGISソフト等を使って可視化。
• プラットフォーム上のGTFS-JPデータや、タクシー事業所・施設の分布データ、
施設利用状況データ等を重ね合わせることで、交通計画等の検討に活用できる。

（１）プラットフォーム上のオープンデータの可視化

GTFSデータ以外の
交通・施設のデータ（SHP等）

・鉄道、タクシー事業所、駅・バス停バッファ
・施設分布（商業、宿泊、病院、
高校・大学・専門学校、など）
・施設利用状況（利用者の居住地） など

可視化・分析のためのツール

バス可視化・分析ツール（ビューア）

GTFSデータや人口メッシュ等を取
り込んで可視化できるWebアプリ
※ICカードデータ取り込み、GTFS
編集など追加機能あり GTFSデータの路線・バス停情報をQGIS

に読み込む無償プラグイン「GTFS-GO」

×
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５．データの可視化について

バス路線・バス停のGIS
データ（SHPファイ
ル）は、国土数値情報
でダウンロードできる
H23年度作成データを
加工することが多いが、
データが古いため大き

な作業量が発生

• 常に最新の情報が更新されたGTFSデータがあれば、大きな労力をかけずにバス
路線・バス停の作図ができる。

（２）GTFS-JPデータによる運行情報（路線・バス停）の可視化
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５．データの可視化について

• 路線・バス停等の運行情報（GTFS-JPデータ）と、人口メッシュ（国勢調査の
500ｍメッシュ）などを重ねて表示。

（３）運行情報と人口メッシュ等の重ね合わせ
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５．データの可視化について

• 路線・バス停等の運行情報（GTFS-JPデータ）と、施設分布及び施設利用状況
（利用者の居住地500ｍメッシュ）を重ねて表示。

（４）運行情報と施設情報等の可視化



分 類 データの内容 備 考

公共交通

バス交通
路線バス、高速バス、市町村のコミュニティバス等の路線、バス停、バス停
500ｍバッファ

鉄道
JR及び山形鉄道の路線、鉄道駅（有人無人）、鉄道駅１kmバッファ、
路線別平均通過人員（人／日）、駅別乗車人員（R1、H27）

タクシー事業所 タクシー事業所位置（法人・個人）、タクシー事業所５kmバッファ

人口

人口分布（500ｍメッシュ）
H27総人口、H27年齢3区分、H27世帯数、H27高齢化率H22総
人口、H22世帯数、H22-H27増減数、H22-H27増減率

市町村別人口 H27総人口、H22総人口、H22-H27増減率、面積、H27人口密度

タクシー事業所１km圏域人口
（500ｍメッシュ）

H27総人口、H27年齢3区分、H27世帯数、H27高齢化率H22総
人口、H22世帯数、H22-H27増減数、H22-H27増減率

施設

施設分布 商業施設、病院、高校・大学・専門学校、福祉施設、宿泊施設等

施設利用者の居住地
（500ｍメッシュ）

山形学院、佐藤病院、三友堂病院、山形県立こころの医療センター、
米沢こころの病院、福祉施設
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５．データの可視化について

• 山形県地域公共交通計画策定に当たって作成したSHPファイルは以下のとおり。

（５）プラットフォーム上でオープン化するSHPファイル


